











































































In any empirical research， the investigator must attend to two matters: sampling and measurementJ 
























いう点である。丹野ラボの参加者は、 SAS(Statistical Analysis System) によって分析され
て得られた結果のもとでは皆が平等に扱われる、ということである。収集したデータを
SASに入力し、統計学的分析 (T-検定や ANOVAや多重回帰分析や PathModel等)を試
みる前に、教員と学生が、データ収集前に立てたそれぞれの仮説を確認しあう。あらため
て確認しあった直後に SASの IExecuteAnalysisJの Keyを押して分析を実施する。ある
時は教員が立てた作業仮説が否定され、学生が立てた作業仮説の方がデータ分析により、
Confirmされることがある。教員といえども、無謬ではない。 SASの分析結果には、教員
















りに、上記の ResearchQuestionsへの回答を探るに適った概念 (Concept) とその測定方法
が、利用可能であることが判明してきた。 InterculturalDevelopment Inventory (IDI)がそれ












を使用することにした。(1 )踊絶 (Avoidance/ Separation)、(2 )白文化優越主義 (Superior
Ethnocentrism)、(3 )枠組み転換 (FrameShift)、 (4)行動転換 (8ehavioralShift)。これ
らの四つの概念は、国際経営に従事する際に必要とされる属性の判断に適っている。「隔


















側面を測定するものであった。(1 )行動的側面 (人見知り度・ じっくり度・元気度・

























白文化優越主義 (SuperiorEthnocentrism) 0 (1) 私の文化の人々は、他の文化の人々よ














回答者は、 Likertの7-Point Scale (r強く不同意」から「強く同意Jまで)上でこれら
の諸項目の一つ一つについて、自分の判断を記すということを求められた。但し、収集し
たデータを統計学ソフトウェアーに入力する際には、次の数値転換をおこなった。(1 ) 
「強く不同意-3J、(2) r中くらいに不同意=一 2J、(3) rやや不同意-1 J、
(4) r不同意と同意のいずれでもない=0 J、(5) rやや同意 1J、(6) r中くらい







データは、 QuestionnaireF ormを使用して集められた。ただし rCriteria変数」と「予測




参加者 (QuestionnaireF ormへの回答者)は、 2001年の4月に青森公立大学に入学した約





化対応力の Questionnaire調査Jの中にあり、新入生は、その QuestionnaireF onnを約15分
ほどで記入し終え、 QuestionnaireF onnはその場で回収された。「予測変数」の方の収集は、









換 (BehavioralShift)α 二 .68J となり、使用に耐えうるものであることがわかった。
Criteria変数の平均値は、 「隔絶 (Avoidance/Separation) -1 . 19Jと「白文化優越主義








Table 2は、統計学的有意性を rO.5 Jとした場合の、 Criteria変数と予測変数との相関
係数を記したものである。
「隔絶 (Avoidance/Separation) Jの属性を強くしていく場合とは、次の諸属性の強弱と
関わる。「人見知り度J(r = .29， p<.ooI) と「フラフラ度J(r = .17， p<.OI)と「内向度J(r = 
.18， p<.OI)等の属性が強くなるに従い、「隔絶 (Avoidance/Separation) Jの属性が強くなる傾
向にあった。逆に「元気度J(r = 一 .14，p<.05)と「頑張り度J (r = 一 .15，p<.05)と「大












わる。「大物になりたい度J(r = .15， p<.05) I強気度J(r = .13， p<.05)等の属性が強く
なるに従い「枠組み転換 (FrameShi白)Jの属性が強くなる傾向にあった。逆に「人見知








「ヴァイタリティ度J(r = .19， p<.OI)と「はしゃぎ度J(r = .15， p<.05)と「サークル度J(r = 
.16， p<.OI)等の属性が強くなるに従い、「行動転換 (BehavioralShift) Jの属性が強くなる傾
向にあった。逆に「人見知り度J(r =一 .18，p<.OOI)と「じっくり度J(r 一 .13，p<.05)と
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意欲的側面 [0-1 0] 
大物になりたい度
ヴァイタリティー度






























































Table 2. Criteria変数と予測変数との相関係数 (N= 298) 
隔絶








































注:合 p<.05，. p<.01，…p<.001o P-valueが fO.05以上」の相関係数は、 f--Jにて表示。
行動転換
(Behavioral 
Shi白)
一.18*申申
一.13*
一 .14*
.19*** 
.15* 
一.16*牢
.16** 
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